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で報告した原稿“The Place of the Brethren 
Colleges in Preparing Men and Women for 
Peace Leadership”の翻訳である。平和学プ
ログラムを設立するために，ラ・バーン大学









College 1989 Bulletin of the Peace Studies 
Institute）」に再掲されており（pp.9〜19），
現在はマンチェスター大学のホームペー


































































































感や合理的な認識（the intuitive or rational 










値 観（pure intelligence and moral values）
が対立するということが，生と死の問題（a 
































































するかもしれない（the technical conditions 































































































































続き上の諸問題（matters of procedure in a 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































センター（European New Life Center）」の
─ 109 ─
「学生が将来平和を作り出すためのリーダーシップを発揮するために，ブレズレン派の大学がなすべきこととは」
ような実験学校で実現された価値を組み入れ
ることになるでしょう。しかしながら，主た
る目的は，この現在にあって普遍的な妥当性
や特段に重要であると感じられるブレズレン
派の生活様式を再活性化し，再解釈すること
です。そのような学校こそが，通常の高等
教育機関よりもさらに精神的なリーダーシッ
プを生み出しうるかもしれません。それは何
かを補足することを期待され，リベラルアー
ツの大学の代わりにはならないかもしれませ
ん。
　このような傾向は，本稿の冒頭部分で提示
した思慮深い分析家たちによって到達した結
論とぴったりと同じになるでしょう。ヌイ博
士が述べていたように，社会的な出来事とい
うのは，人間の心理的な進化に寄り添うので
ある。個人の魂において深く過去の転換の結
果でないものというものに，永遠であるもの
はないのです。この転換というものは全ての
努力の目標になる必要があるのです。
　もしも私たちが本稿の結果をおさらいする
のであれば，このようにまとめることが可能
です。私たちの社会は主として目標を失った
ために分裂状態にあり，物理的な世界を制御
しようとする技術と道具に関する知識の存在
ゆえに，人間関係を理解し制御しようとする
私たちの能力を凌いでいるのである。大学は，
あるべき目標を発見する能力に長けたリー
ダーを養成することで，いま何が欠けている
のかを社会に対して訴え，そして学生をその
ような方向へと誘うように鼓舞することに
よって，このような弊害（malady）を正す
ような努力をしていかなければならないので
す。このことは，このような問題を可視化す
る宗教学や哲学や倫理学，そのほか関連する
領域に再び光を当てなければならないことを
意味します。また，リーダーとなる学生には，
人間関係に関する長期的な視野や技術に長け
てもらわなければならないのです。これには，
長期的な歴史観に裏打ちされた，国際関係に
おける平和を作り出す技術の学習も含まれま
す。近年になって，ブレズレン派は主に平和
と戦争の問題に対する社会的なアプローチへ
の応答をしました。平和を作り出すリーダー
の養成の発展の要素としては，将来の計画に
は，宗教の重要性により大きな重点を置くこ
とになるでしょう。それは，より統合された
個人の必要性とその内部から始めるという重
要性を強調しています。恐らくは，もしもブ
レズレン派の教育者たちがさほど躊躇なく，
よく大規模な学校で用意されるような，いつ
も通りの流れに沿って着手し，私たちの世代
の要求を最も満たすような実験的な取り組み
を進んでするのであれば，私たちはこれまで
以上に我々の宗教的な直感や判断を信頼する
ことにつながり，最終的にはなしとげられた
結果というものは，非難ではなく承認を得ら
れるということを後に発見することになるで
しょう。

